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177.中高齢者における継続的トレーニングが 1)ンパ

球のサイトカイン綾金銭とCD28発議T線路iこ与
える影響岨SATプロジェクト139柑
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{怨約}免疫系の方n齢減少のひとつとして，リンパ球

の織総数の{民下と機能の滅it1があげられる.!詩=にT袋詰

胞は，力n齢による変動が大きい.これまでの我々の研
究において，濃度なトレーニングを継続的に行なうこ

とで，力n総iこ伴う免疫系の低下を改葬させる結果が得

られている.ただし，リンパ球に関しては，織総数の

みによる総菜であり，機能諮Hま検討していない.機能

i訴は，サイトカイン義生熊を綴祭することや綴線表街

上のレセプターの発現を見ることで，発!ることができ

る.'1'綴lt~の表添上;こ存者五するレセブタ…としてCD28
分子があり. T総胞の活性化に関与している. CD28分
子は，加齢、iこ伴い発税が減少することから，泌総によ

るT総総の機能減退と関与しているものと考えられて
いる.本研究では，リンパ球の総ぬ数にちuえ，サイト

カインであるIFN-gのif生態とCD28発務T綴総にj主EI
し， トレーニングが免疫系に与える影響を検討した e

{方法}運動習機のない健康な中潟齢者75名 (69.3土

3.2綴)を対象とし，自体重によるレジスタンストレー

ニング(スクワット， トランクカ}ルなどきt'7種)と

DPBP80%の強度のよじアロパイク (30分関)を滋21滋8
ヶ月間継続して行なった. トレーニング開始前と開始

6ヶ月後に採鼠を行ない. FACSr去により，リンパ球、
の各線総数 (T誉 Th，Tc， NK， NKT) とサイトカイ

ン産生態 (IFN-g十ICD4十:Tヤ1. lLオ 十 ICD4十:

Th-2， IFN-g+ NK. IFN-g十?ぽT) を測定した.[結果}

トレーニング開始8ヶ丹後， '1'， Th， Tc総殺に関して

存窓な変動は認められなかった. NK， NKT綿総の各

紙総数は 1 6ヵ丹後に有意な増加を訴した (pくむ.05).
NKT， Th寸総!泡の lFN-gの藤生能は有意な増加を示
したが (pく0.05)，NK級総のIFN-gのp芝生総は宥意な

変動は認められなかった.また， Tヤ2織胞のIL-4の
産生能は有意に減少した (p<O.05). CD28レセブター

を発渓するTI1， Tc級協数は有意に増加した (p<O.05). 
{考祭1CD28発現す線総数が増加したことから哲運

動車Ij~教により， l'級殺の活性が充迭したと考えられる.
また，おKTとTh..l総胞における. IFN-g，g主主主総の増加
から，リンパ球のサイトカイン窓生絡が光迭し，サイ

トカインを放出することで，他のリンパ主去を活性化さ

せ，各リンパ球の縮総数増加に関与したと考えられる.

トレ…ニングを継続して行なうことで，中高齢者のリ

ンパ球機能を綾持または向上させ，免疫機能が完遂し

た可能性が考えられたi総論]6ヶ月鰐の継続的トレ…

ニングを行なうことで，中高齢者のCD28発現T総胞は

増加し， NKT総胞とTh-.1繍総におけるIFN-gのE芝生能
は充j撃した.
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